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に応、えるf雷民

年
も
あ
ら
た
ま
り
、
正
月
の
余
韻
も

未
だ
街
の
辻
々
に
残
る
去
る
1
月
7
日

の
早
朝
、
午
前
8
持
を
き
し
て
緊
急
災

害
用
の
サ
イ
レ
ン
が
町
内
一
っ
ぱ
い
に

鳴
り
響
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
内
に
勇
名
を
は
せ
る
我

が
大
洗
町
消
防
団
(
谷
田
部
吉
蔵
団
長

・
9
個
分
団
・
閏
員

m名
)
が
団
員
の

士
気
の
高
揚
と
日
頃
鍛
え
た
実
技
の
披

露
、
更
に
、
住
民
に
対
す
る
防
火
思
想

の
普
及
を
図
る
た
め
に
行
な
う
、
新
春

恒
例
の
消
防
出
初
式
の
合
図
で
あ
っ
た

わ
け
で
す
。

こ
の
日
、
定
刻
の
午
前
9
時
加
分
に

は
大
洗
観
光
ホ
テ
ル
下
海
浜
に
、
新
ら

た
な
装
い
(
消
防
法
改
正
に
よ
り
制
服

デ
ザ
イ
ン
の
変
更
)
に
身
を
つ
つ
ん
だ

全
団
員
が
整
然
と
居
並
び
、
谷
田
部
団

長
指
揮
の
も
と
に
、
小
幡
県
議
を
は
じ

め
と
す
る
来
賓
多
数
を
迎
え
、
出
初
式

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

先
づ
、
谷
田
部
盟
長
か
ら
「
我
々
、

町
火
消
し
は
火
災
の
賀
的
変
化
や
町
の

特
霊
的
体
様
の
変
化
が
進
む
中
で
、
何

持
、
如
何
な
る
持
で
も
対
応
で
き
る
様

訓
練
を
重
ね
技
を
磨
き
、
9
個
分
自
が

打
っ
て
一
丸
と
な
っ
て
町
民
の
生
命
の

安
全
と
町
民
の
財
産
を
災
害
か
ら
守
る

と
い
う
、
崇
高
な
領
命
感
を
常
に
自
覚

し
、
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い

J
旨
の
訓

示
が
あ
り
、
次
い
で
団
旗
の
入
場
で
式

典
が
初
め
ら
れ
ま
し
た
。

機
械
器
具
の
点
検
で
は
、
竹
内
町
長

か
ら
っ
団
員
の
皆
さ
ん
の
日
頃
の
ご
精

進
が
、
一
つ
一
つ
の
機
械
器
具
整
備
の

な
か
に
も
表
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
全

町
民
の
信
頼
を
か
ち
得
る
所
以
で
あ

る
と
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ

る
。
」
旨
の
講
評
が
あ
り
、
更
に
、
消
防

表
彰
、
来
賓
祝
辞
、
分
列
行
進
と
滞
り

な
く
進
行
し
、
関
式
後
の
放
水
試
験
で

は
「
中
継
体
形
放
水
方
式
」
に
よ
り
行

な
わ
れ
、
参
会
者
の
拍
手
を
裕
び
て
い

宇品、した。

寒
気
も
一
段
と
増
す
今
日
こ
の
頃
、

町
民
の
皆
さ
ん
も
火
の
元
に
は
充
分
気

を
つ
け
て
、
火
災
の
な
い
、
明
る
い
町

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

hv
放
水
試
験
に
実
力
を
発
揮

A

品
目
旗
を
先
頭
に
整
列
す
る
団
員

2
月
刊
組
自

1
3開
月
刊
日

春
の
金
関
火
災
予
隣

山
歩
く
心
に
い
つ
も
火
の
用
心

〔
全
毘
山
火
事
予
防
運
動
〕

2
月
泊
目

1
3月
6
a

大
洗
町
消
防
団

出
初
式
表
彰
者
一
覧

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

。
永
年
勤
続
功
労
章

第
9
分
間
分
節
長
深
作

第
6
分

団

部

長

関

根

茨
城
県
知
事
表
彰

。
永
年
勤
続
功
労
章

一沼第
1
分
間
制
分
間
出
長
岩
本
倉
造

第
1
分

団

班

長

本

多

保

雄

第
4
分

間

班

長

野

田

佳

杭

回

第
9
分

間

班

長

小

野

瀬

公

道

茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

。
優
良
分
間

大
洗
軒
消
防
団
第
8
分
団

。
永
年
勤
続
消
防
団
員
妻
女
表
彰

一花第
1
分
間
同
封
一
四
岩
本
ハ
ツ
エ

茨
城
県
消
防
協
会
東
茨
城
支
部
長
表
彰

。
優
良
消
防
間
異

第
8
分

団

部

長

大

貫

福

雄

第
1
分

間

団

員

雨

沢

祥

行

第
1
分
団
随
員
谷
間
部
公
市
'

第
1
分

間

医

員

勝

村

勝

一

第
2
分

間

間

良

坂

本

年

正

第
4
分

間

団

員

菊

池

克

秀

第
6
分

回

国

出

員

松

沢

秀

男

第
6
分

間

団

員

広

木

実

第
6
分

団

団

員

関

根

正

勝

第
6
分
間
四
凶
員
棲
村
和
一

第
7
分

国

間

員

米

川

勢

三

第
7
分

間

回

員

関

和

男

第
9
分

間

関

員

小

渇

正

夫

大
洗
町
長
表
彰

。
永
年
勤
続
功
労
者
表
彰

第
6
分
間
分
団
長
海
道
沢
好
一

第
6
分
間
部
分
一
回
長
田
山
晃

第
5
分

間

部

長

井

川

守

第
6
分

団

班

長

小

野

瀬

省

二

第
4
分

間

環

員

石

崎

勝

義

。
永
年
勤
続
消
防
盟
国
貝
妻
女
表
彰

一苅第
1
分
回
開
封
一
間
岩
本
ハ
ツ
エ

動

精左京
一寿

大
洗
町
長
及
び
団
長
表
彰

。
優
良
分
間

大
洗
町
消
防
団
第
9
分
間

。
優
良
消
防
団
員
表
彰
(
特
別
功
労
)

第
9
分

間

団

員

関

英

生

。
優
良
消
防
団
員

第
9
分

団

創

副

長

米

川

猛

第
9
分

間

団

員

関

英

生

第
9
分

団

団

員

佐

藤

静

市

第
9
分

間

闘

員

小

沼

正

夫

第
9
分

団

団

員

石

崎

邦

夫

第
9
分

間

団

員

米

川

善

男

大
洗
町
消
防
団
長
表
彰

。
優
良
消
防
団
員

第
1
分

団

関

員

佐

藤

隆

第
1
分

団

団

員

関

根

裕

一

第
3
分

団

団

員

大

賞

与

四

夫

第
5
分

間

団

員

米

川

敏

文

第
7
分
団
団
員
小
野
瀬
嘉
一

第
7
分

団

団

員

清

宮

義

直

退
職
者
感
謝
状

元
第
2
分
間
分
留
長
一
家
幸
男

一花第
8
分

間

分

団

長

大

賞

弘

元
第
1
分
間
割
分
間
長
山
積
本
倉
造

元
第
2
分
間
割
分
団
長
栗
原
克

元
第
8
分
間
観
分
間
出
長
鬼
沢
弘
毅

元
第
1
分

団

班

長

中

山

精

一

一元第
4
分

間

班

長

片

桐

操

元
第
1
分

間

団

員

檎

山

一

郎

元
第
1
分

同

局

員

福

間

定

男

一
廷
す
分
団
活
員
岩
崎
彦
二
郎

元
第
2
分
団
団
員
加
部
東
清
巨

一克第
2
分

間

団

員

上

野

慶

治

一克第
2
分
間
団
長
大
久
保
成
之

一
万
第
4
分
自
団
員
飛
田
源
次

元
第
4
分

間

団

員

大

賞

誠

元
第
5
分

間

笛

貝

片

山

利

夫

元
第
7
分

問

団

長

官

部

泰

雄

防
災
協
力
者
感
謝
状

親
松
森
一
奈
高
浜
町
五
支
七
六
|
一

息
町
田
弘
大
洗
町
磯
浜
町
一
ニ
九
O

(
敬
称
略
)



らあおお L、

自
分
の
身
体
は
自
分
が
一
番
良
く
知

っ
て
い
る
、
と
人
は
よ
く
云
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
正
し
い
こ
と
と

は
云
え
な
い
で
し
ょ
う
。

何
故
な
ら
、
病
気
の
中
に
は
自
覚
症

状
も
な
く
、
ひ
そ
か
に
進
行
す
る
も
の

が
少
な
く
な
く
、
特
に
成
人
病
は
知
ら

な
い
う
ち
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
、
ぇ
合
せ
る
と
、

単
な
る
健
康
へ
の
自
身
の
み
で
は
健
康

は
保
証
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
問
と
茨
城
県
那
珂
湊
保
健
所

で
は
去
る
1
月
7
8
、
日
頃
、
健
康
診

断
の
機
会
が
比
較
的
少
な
い
大
洗
町
漁

業
協
同
組
合
に
移
動
保
健
所
を
設
け
、

組
合
員
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
成
人
病
検

診
を
行
な
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
風
圧
・
検
尿
・
貧
鼠
・
心

電
図
・
眼
底
検
査
等
の
検
診
を
は
じ

め
、
味
噌
汁
の
塩
分
測
定
な
ど
食
生
活

の
面
で
の
指
導
も
行
な
い
、
叩
名
の
組

合
員
の
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
に
一
役
を

か
い
ま
し
た
。

(2) 

町
県
民
税
の
中
告
を

申
告
期
間
械
は

2
月
間

第122号

今
年
も
所
得
税
の
確
定
申
告
と
町
県

民
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

所
得
税
の
確
定
申
告
、
阿
倍
町
民
税
の

申
告
は
、

3
月
日
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必

婆
の
な
い
人
で
も
、
町
県
民
税
の
申
告

を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

人
は
、

2
月

訪
日
か
ら
3

月
日
日
ま
で

に
、
役
場
税

務
課
、
又
は

各
出
張
受
付

会
場
で
申
告

し
て
下
さ
い
。

こ
ん
な
人

は
申
告
を
、

一
般
の
人
の

j
3
丹
日

場
合
九
給
与
所
得
以
外
の
人
)
昭
和
田

年
中
に
営
業
、
農
業
、
そ
の
他
の
事
業
、

利
子
、
配
当
、
不
動
産
、
日
雇
給
与
、

譲
渡
所
得
、
一
時
所
得
、
山
株
所
得
、

雑
所
得
な
ど
の
あ
っ
た
人
。

給
与
所
得
の
場
合
、
給
与
所
得
の
外

町県民税申告受付自裡表

主君 日 ~ 場

元清水宅

2月17臼(7}く) 臼聖子屋石油脂

f中屋車庫

2月18日(木)
消防団第 4分毘言吉所

大洗町水道事務所

2月19日(金)
天玉 Ft羽根宅
小野瀬健児宅

2月22日(月) 髭釜会館

2月238(:k) 青年研修所

2月24臼(7l<:.) 大員集務センター

2月25臼(木)
神山築港センター

松川公民館

2河26日(金)
農業会豊富

米 JIi栄一宅

※各会場とも午前9特30分より午後4時まで受{すます。

昭和57年2月1日

現
在
、
町
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
を
守
る
た
め
に
、
成
人
病
ク
リ
ニ
ッ

ク
(
年
ロ
回
)
・
成
人
病
検
診
〔
循
環

器
検
診
・
回
同
の
集
団
検
診
・
婦
人
科
が

ん
検
診
〕
(
年
3
回
)
・
結
核
予
訪
健

康
診
断
及
び
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
(
年
3

回
)
等
を
行
な
い
、
病
気
の
早
期
発
見

に
努
力
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
積
極
的
に
受
診
し
、
今
年

も
明
る
く
健
康
な
家
庭
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
、
つ
。

に
地
代
、
家
賃
、
利
子
、
配
当
、
農
業
、

譲
渡
、
一
時
所
得
な
ど
の
あ
っ
た
人
。

申
告
書
の
受
付
け
は
、
本
年
も
役
場

税
務
課
で
行
な
う
外
、
町
内
U
H

ヵ
所
の

出
張
受
付
会
場
で
行
な
い
ま
す
か
ら
御

利
用
下
さ
い
。

出
張
受
付
け
の
日
程
と
会
場
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。
期
間
問
中
は
役
場
が
混

雑
い
た
し
ま
す
の
で
、
近
く
の
出
張
受

付
会
場
を
御
利
用
で
き
い
。

な
お
、
申
告
に
お
出
か
け
の
時
は
次

の
書
類
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

①
健
康
保
険
税
の
領
収
書
又
は
証
明
書

②
由
民
年
金
の
領
収
書
又
は
証
明
書

③
生
命
保
険
の
領
収
書
又
は
証
明
書

④
支
払
医
療
費
の
領
収
書

⑤
認
印

⑥
障
害
者
の
人
は
(
障
害
者
手
帳
)

⑦
学
生
の
人
は
(
在
学
証
明
書
)

事日56年農

歳末た5

「
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い
お
正
月

を
迎
え
ま
し
ょ
う
」
の
ス
ロ
ー
か
ン
の

も
と
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
歳
末
助
け

合
い
運
動
は
、
昭
和
田
年
も
町
民
の
皆

様
か
ら
媛
か
い
ご
協
力
を
頂
き
、
総
額

二
百
二

O
万
七
千
六
四
円
の
多
額
の
義

損
金
が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

義
損
金
は
、
町
内
の
生
活
困
窮
世

帯
、
母
子
世
帯
、
老
人
間
窮
世
帯
、
在

宅
重
度
身
、
心
障
害
児
、
老
人
ホ

i
ム
入

所
者
、
児
素
養
護
施
設
入
所
者
の
方
々

へ
民
生
児
童
委
員
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

皆
様
方
に
配
分
完
了
の
ご
報
告
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
町
民
の
皆
様
方
に
も

今
後
運
動
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

還

付

密

費

る

め

の

申
告
は
お
早
め
に

療
費
控
除
や
住
宅
取
得
控
除
な
ど
を
受

け
る
た
め
に
還
付
申
告
を
す
る
場
合
に

は
、
簡
単
な
申
告
書
用
紙
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
税
務
署
、
税
務
相
談

室
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
の
期
間
は
、

2

月
訪
日
か
ら
3
月
日
日
ま
で
で
す
が
、

税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申

告
は
、

2
月
日
日
以
前
で
も
受
付
け
て

い
ま
す
。
領
収
書
、
証
明
書
、
勤
務
先

が
発
行
し
た
源
泉
徴
収
票
な
ど
必
要
な

書
類
を
添
付
し
て
、
お
早
め
に
申
告
し

て
下
さ
い
。

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
が
、
応
悼

(敬称罰各)昭和56年歳末たす吋あい運動寄付者

寄付者{代表者名)

HI'oE喜三男四
ひじり保育図父母の会

佐瀬初太郎

明石保脊悶児一向

涛友会代表小沼昇

][海小学校

大洗水族銭

茂木清文

金額

10，000 

8，194 

10，000 

8，255 

寄付者(代表者名)

大洗クリーニング組合代表勢司英雄

大洗キ IJ;ぇト教会

大洗ゴル7倶楽部

大賞小学校職員児童一向

海中学校

金自民

18，000 

18，134 

15，100 

16，150 

寄付者(代表者名)

大洗神輿荒磯会

大洗土木協会代表黒沢久蔵

(合資) 大進

磯浜小学校児童教職員 同

動時労組青年婦人部動燃大洗工学センタ一

大洗米穀蔚組合代表鈴木克衛

金額

115，700 

75，783 

76，155 

100，000 

100，OC口

8，000 

6，034 

5，785 

水戸信用金庫

久田流記念茶会代表清水たき

大j先常澄方ス協i司鐙合代表稲沢久夫

清野寿子

11 ，010 

14，395 

10，000 大洗親交クラブ

72，000 

70，000 

申
告
は
お
阜
め
に

昭
和
田
年
分
の
婚
与
税
の
申
告
は
2

月
1
日
か
ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は

2
月
日
目
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
受
付
が
始

ま
り
ま
す
。

申
告
期
限
は
、
ど
ち
ら
も
3
月
日
呂

で
す
。期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は

大
変
混
雑
し
、
落
ち
着
い
て
相
談
で
き

な
か
っ
た
り
、
長
い
時
間
待
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
な
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で

申
告
は
で
き
る
だ
け
早
く
済
ま
せ
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

一友会代表本多保雄

石山修

前島友三

部療、3[K町内会代表井内義広

坂本文具「占

常陽銀行

5，000 

5，000 

5，000 

5，200 

5，000 

大櫛?学校事剥師会代表潟昭一郎

大洗薬業会代表関昭一郎

J品潮会代表古川幸次郎外19

大洗釘身体障害者福祉協会代表和問敏雄

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

大洗町酒類販売業組合代表小沼吉夫

動燃大洗工学センタ

日本原子力研究所大洗研究所

大洗町商工会青年部

西光院檀徒一河

70，000 

66，381 

64，420 

59，060 

50，000 

大洗クッキングセンタ一代表照m義友
大洗第一中学校

5，000 

5，000 

5，000 

茨交大洗ホテノレ

岩城印刷所

10，000 

10，000 

大洗口 タリークラブ

大洗水産加工業協同組合青壮年部一向

大洗ライオンズクラブ

大洗町飲食r.5組合代表大内勝吉

大洗遊技場組合代表本包幸敬

大洗町民生委員協議会

50，000 

50，000 

50，000 

6，000 

5，000 

お月IE会代表関根平吉

原凹絡

10，000 50，000 

大賞海底会

みとや洋品庖

夏海婦人会

恵泉保育園職員一河

ひじ 1)保育園戦員一戸l

5，000 

5，000 

吉川賢一郎

岩喜製鋼

10，000 

10，000 

10，000 大洗ゴルフ倶楽部

f有1凋安定正送代表|尚安政次
主~，交志向干矧主番組合代表小野瀬一士

50，000 

36，000 

31，730 

5，000 

7，000 

吉本清輝

7ノレアイ洋品f吉

10，000 

10，000 

30，000 

30，000 

門

松

主す

大
洗
町
磯
浜
町
二
三
四
九

石
光
造
園都

可

己U
吋
ノ
努
殿

門
松
一
対
を
老
人
憩
の
家
に
寄

附
さ
れ
ま
し
た
の

大貴婦人会

原研大賞望書自治会

松寿会代表大谷厳

4，948 

4，486 

3，000 

高楊兼吉

北清水 l区画7ftヲ会代表関根忠文

二窓会代表坂本信

一五会代表絵山芳和

大洗町選挙管理委員会

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

乾会代表関線俊和

大洗浩気舘代表久保田肇

日野冶旅館

大洗町青少年センター相談員連絡協議会

30，000 

30，000 

30，000 

明寿会代表高橋兼吉

水島香

3，000 30，000 

大賞i1li1苫会(ハ yピ一通り)

2，960 

3，121 大嵐会代表関根茂

10，000 

10，000 

大洗ゴルフ倶楽部

大洗菓子工業組合代表石橋栄三郎

23，000 

20，000 

20，000 磯浜婦人会

税務課

2，500 

2，305 

ひかりカメラ府中山光明

1111晃r吉f車

10，000 

10，000 与左エ門商庖代表関篠凶~[I20，000 

神山寿会代表井上幸夫2，000 大洗わんさ会代表凹崎誠10，000 大i洗たばこ4流入組合代表荻沼政太郡
大洗九鮮組合代表木村義一

20，000 

夏海婦人会

匿名希望

1，268 

明石うた

朝起き会磯浜実践部代表小原末吉 iシーソ
I 20 ，~I 

大洗製ノり協同組合代表小沼太-g[1I 
|子供パジャマ

奇襲t;w長兵員iセンタ 開発組合 I'" 2∞点

10，000 

3，000 

恵泉保育密母の会

大賞恵泉教会

10，000 

10，000 

10，000 

磯浜婦人会

恵泉保育函園表重寅静枝

20，000 

21，990 

20，000 

10，000 小I自ふち

滝口保育園々長滝口立子

20，000 山本俊之
10，000 20，000 

関根次主主10，000 滝口{呆脊箇父母の会20，000 

国
保
と
交
通
事
故

O
医
療
費
は
加
害
者
が
負
担

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷
者
一
口
を
、
つ
け
た
場
合
、
ま
た
病
気
に
な
っ
た
り

し
た
と
き
は
、
そ
の
医
療
費
は
、
被
害
者
に
重
大
な
過
失
が
な
い
限
り
、
加
害

者
が
全
額
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
現
実
に
は
加
害
者
と
の
話

し
合
い
が
つ
か
な
か
っ
た
り
、
加
害
者
に
金
の
持
ち
合
せ
が
な
か
っ
た
り
と
い

う
場
合
が
多
い
た
め
、
被
害
者
に
精
神
的
、
経
済
的
苦
痛
を
あ
た
え
な
い
配
慮

か
ら
一
時
田
保
を
使
用
し
て
治
療
を
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
医

療
費
は
、
国
保
が
一
時
立
替
え
て
、
あ
と
で
治
療
が
終
っ
て
か
ら
、
加
害
者
か

ら
国
保
に
返
還
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
医
療
費
の

負
担
は
加
害
者
で
す
。
不
幸
に
し
て
、
交
通
事
故
に
あ
い
、
留
保
で
治
療
を
受

け
る
と
き
は
、
必
ず
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届
」
を
役
場
住
民
課
国
保
係

へ
提
出
し
て
下
さ
い
。
用
紙
は
国
保
係
に
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
証
と
印
か
ん

持
参
の
上
手
続
き
し
て
下
さ
い
。
こ
の
届
け
は
国
保
が
立
替
え
た
医
療
費
を
、

加
害
者
か
ら
返
還
し
て
も
ら
、
つ
大
切
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

ま よ国 ， 0 まば震医身き 0 

すこい民泊自 ④ ③②①交す 7 に療がな示示
ののこ健気損下にれ率ので自信べ見損加相答通の割示資返く談談
で場と康帯行さはくな幕、分用てせ答害手祭事では談が還なしは
注合 lご保び為い相れ行故町ののおて賠者のに故、タす、すりてす
意のな険、も。談も動相の判あくも{震が身必にく夕、る全る、治ぐ
し医つ法よ給 を示は談交断るこら主要力口元ずあれだこ額よ国療し
て療て第つ付 遊談さ室Jffiて、人とつイ壬入を届つぐかと力日う保費な
アド費い六ぱ制 け屋けな事はに て保し確けたれらが害にがをい
さにま十ら限 るとるど故ー相 契険て認るともな大者な立も
いっすーい」 よいよで相 f丁談 約のいすこさ注ど切より替らと
。い。条違 うわう相談動す 内契るるとの意とでりまえつ
て に転 にれに談やしる 答約自こ 心し、す返すたて
は よ等 しる。し、な事 を書動と 得て言。還か援し
国 りや て人く軽県い u 調を車 下葉悪にら療ま
保、け さ巧質な示費う
は国ん いみのつ談はと
使 {呆か 尻町 /定~ 蝿鎗肱 。に加てを請イ来

季長Z 伊~ (~~フ Ct6時 ?喜ZZ毒堅
二 重で 1ι_:) ':::，ニ..;晶)咽長一__.l 示にか場が治

議号ヶ がえ忽圏u騒騒~￥z 管2操合?警
本 支方、 丈出jJIド都庁保t.vrif!::..よご./L--ー よと{系、な受
人 払を γヲ/ト斗Y ー!日~ --lfτ-~ う、へ国りけ
負 わし 初予僻ザ噂罷1.J....Wd鐘" r::rr品i7白持重量 と国確保、る
担 なた Wlli'官 ，噂轟轟騨V 甲 II f_ çキ~・ も保認 11.被こ
と くと JlJ.11.W V 寸_Lf虹:..rr-- ちをし替答と
な とき JI話均 /入、、 ιrつ噛』 か使、分者が
り もは 』哩軍師....， ..........-........，. ..._.....- けえ慎の自て。
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の愛称
町民会館
漁村センター
中央公民館

t~ 

白
下
、
役
場
庁
舎
下
海
浜
に
建
設
を

す
す
め
て
い
る
町
民
会
館
・
漁
村
セ
ン

タ
ー
・
中
央
公
民
館
の
3
施
設
は
6
月

竣
工
を
め
ざ
し
て
工
事
も
順
調
に
進
捗

し
て
い
ま
す
。
町
で
は
こ
の

3
施
設
を

総
称
す
る
か
愛
称
。
を
昨
年
ロ
月
に
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
し
た
が
、

出
点
の
応
募
が
あ
り
、
会
館
建
設
意
見

を
聴
く
会
で
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、

別
掲
の
方
々
の
応
募
名
称
『
大
洗
文
化

セ
ン
タ
ー
」
が
愛
称
と
し
て
決
定
、
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

新
ら
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

もあ書官毒事

の
中
心
的
拠
点
と
な
る
こ
れ
ら
施
設

も、

H

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
。
と
し

て
、
町
民
の
皆
様
方
か
ら
広
く
親
し
ま

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

H

愛
称
u

採
用
者

「
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
」

石

沢

竹

楽

(

祝

町

4
区
)

飯

田

薫

(

明

神

町

口

区

)

山

口

勝

己

(

新

町

5
区
)

平
戸
美
津
江
(
永
町
ロ
区
)

堀

野

満

穂

(

寺

釜

5
灰
一
)

(
敬
称
略
)

第122号

寒
さ
も
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
た
年

の
撤
の
お
日
、
人
出
で
賑
わ
う
暮
市

で
、
今
年
も
町
交
通
安
全
母
の
会
(
柳

矯
幸
江
会
長
)
の
皆
さ
ん
に
よ
る
愛
の

募
金
運
動
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
あ
の
悲
惨
な
交
通
事
故
に

よ
り
不
幸
に
し
て
交
通
遺
児
と
な
っ
た

皆
さ
ん
を
、
少
し
で
も
励
ま
し
お
慰
め

で
き
た
ら
と
、
母
の
会
役
員
初
名
の
お

母
さ
ん
方
が
手
分
け
し
て
街
角
に
立

ち
、
街
行
く
人
々
に
募
金
を
呼
び
か
け

た
も
の
で
す
。

「
交
通
遺
児
の
皆
さ
ん
に
愛
の
手
を

/
」
と
の
呼
び
か
け
に
、
「
お
手
伝
い

し
て
貰
っ
た
お
小
遺
り
で
す
。
気
の
毒

な
お
友
達
に
あ
げ
て
下
さ
い
L

、
「
釣

り
銭
で
す
が
」
と
、
募
金
に
応
ず
る
小

(3) 

学
生
や
、
主
婦
の
方
々
を
は
じ
め
、
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
善
意
に
よ
り
、

募
金
箱
の
一
夜
中
み
も
次
第
に
増
し
、
総
額

u
r
M
4
千
組
問
也
と
な
り
ま
し
た
。
大

洗
町
交
通
安
全
母
の
会
で
は
早
速
、
交

通
遺
児
の
申
育
英
資
金
の
一
部
に
と
、
全

額
を
大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
交
換
学

生
、
マ
ー
が
レ
ッ
ト
・
ニ
コ
ル
さ
ん

(
同
国
の
オ
ー
グ
ラ
ン
ド
大
学
1
年

生
、
日
オ
)
が
、
去
る
1
月
9
日
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
伴
な
わ
れ
大

洗
町
役
場
に
竹
内
町
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。
ニ
コ
ル
さ
ん
は
、
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
(
雨
沢
利
夫
会
長
・
会
員
M
M
名
)

の
招
き
で
来
日
し
た
も
の
で
「
学
生
・

青
年
の
交
換
を
通
し
て
国
際
親
善
を
深

め
よ
う
」
と
、

-H汀
4
8
よ
り
1
月
幻

自
迄
、
会
異
の
関
野
資
農
夫
さ
ん
宅
に

滞
在
し
、
同
会
の
例
会
や
東
京
・
県
内

を
見
学
を
し
日
本
の
勉
強
を
し
て
い
る

も
の
で
す
。

町
長
案
で
は
、
覚
え
た
て
の
片
こ
と

の
お
本
語
で
、
ニ
ュ

i
ジ
ラ
ン
ド
の
こ

と
、
臼
本
の
印
象
な
と
終
始
な
ご
や
か

に
話
し
て
お
り
、
来
町
の
記
念
に
と
、

竹
内
町
長
よ
り
磯
節
レ
コ
ー
ド
、
貝
材

工
の
コ
ケ
シ
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、

大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

新
春
恒
例
の
成
人
式
が
好
天
に
恵
ま

れ
た
去
る
1
月
日
日
、
大
賞
小
学
校
体

育
館
で
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
当
町
で
は
新
成
人
を
迎
え
た

三
五
一
一
一
名
(
男
一
七
一
名
、
女
一
八
ニ

名
)
の
方
々
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し

ま
し
た
。
式
典
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
交
換

学
生
と
し
て
来
日
中
の
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
・
ニ
コ
ル
さ
ん
も
出
席
し
て
厳
し
ゆ

く
の
う
ち
に
、
成
人
者
代
表
柴
臼
順
子

さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ
る
君
が
代
斉

唱
で
始
ま
り
、
竹
内
町
長
か
ら
「
皆
さ

ん
を
育
て
て
く
れ
た
御
前
親
や
社
会
の

人
々
に
感
謝
の
気
持
を
も
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
成
人
は
人
生
に
と
っ
て
一
つ

の
区
切
で
あ
り
、
新
た
な
出
発
点
に
た

っ
た
皆
さ
ん
も
社
会
人
と
し
て
の
自
覚

の
も
と
に
、
大
い
に
研
…
錯
さ
れ
、
立
派

な
社
会
人
と
し
て
、
郷
土
の
そ
し
て
我

が
屈
の
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
働
け

る
様
な
人
材
に
巣
立
っ
て
ほ
し
い
。
」

と
の
祝
福
と
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
、
代

表
団
口
正
直
さ
ん
に
成
人
証
書
と
記
念

品
を
授
与
、
成
人
者
を
代
表
し
て
石
井

誠
さ
ん
よ
り
、
大
人
へ
の
誓
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
来
賓
の
祝
辞
、
県
知
事
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
等
が
あ
り
代
表
高
野

真
寿
美
さ
ん
の
謝
辞
で
式
典
も
滞
り
な

く
終
了
し
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
さ
ん

は
成
人
の
皆
さ
ん
と
楽
し
く
英
語
で
話

し
合
い
国
際
親
善
を
深
め
ま
し
た
が
、

日
本
女
性
の
着
物
姿
を
見
て
「
キ
モ
ノ
、

ト
テ
モ
キ
レ
イ
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

前
回
の
広
報
(
第
一
一
二
号
)
で
ご
報

告
市
申
し
あ
げ
た
後
、
次
の
と
お
り
募
金

が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し

ま
す
。

昭
和
田
年
度
の
共
同
募
金
運
動
に
つ

O
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
二
日
以
後

き
ま
し
て
は
、
町
民
各
位
の
ご
理
解
と
募
金
を
ょ
せ
ら
れ
た
方
々

募
金
奉
仕
関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
に
茨
交
大
洗
ホ
テ
ル
一

O
、
0
0
0円

よ

り

二

、

八

二

九

、

三

八

二

円

の

募

金

が

石

山

修

五

、

0
0
0円

ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
第
一
保
育
所
入
、
六
三
七
円

あ

げ

ま

す

。

夏

海

幼

稚

園

二

、

ニ

ニ

四

円

こ
の
募
金
は
、
す
べ
て
県
共
同
募
金
祝
町
小
学
校
児
童
会
一
二
、
二
五
一
一
一
円

会
へ
送
金
納
付
し
、
昭
和
田
年
度
の
募
原
研
独
身
寮
七
、
二

O
O円

金
を
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
募
金
永
町
二
一
一
区
四

O
、
0
0
0円

活
動
に
あ
た
り
ま
し
て
、
第
1
保
育
以
上
、
昭
和
五
十
六
年
度
共
間
募
金

所
、
夏
海
幼
稚
題
、
祝
町
小
学
校
の
児
運
動
の
完
了
の
ご
報
告
を
申
し
あ
げ
、

童
の
皆
様
が
あ
つ
め
ら
れ
た
一
円
玉
に
今
後
の
こ
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

よ
る
募
金
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
な
お
す
。

吋

i
i
i
i
i
i
l
i
l
i
l
i
-
-
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
l
i
-
-
i
i
i
i
i
J

l

，
附
ぜ
、
、
ト
悟
g

d

p

p

h

一

n
u
f
こ

議

議

一

一

喝

さ

一

2

2

J

L

~

乙

一

輔

鍾

一

一
選
挙
権
ぺ
特
融
醤
…

…

加

才

に

な

れ

ば

選

挙

権

が

与

え

り

づ

け

悩

鞠

騒

犠

麟

…

一
れ
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
選
挙
権

SF;議
建
i
1

均

一
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
の
簿
に
登
録
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
一

…
政
治
を
は
じ
め
県
や
町
の
地
方
の
政
す
。
一
度
選
挙
人
名
簿
に
登
阿
部
さ
れ
一

一
治
に
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
る
と
、
住
所
を
移
転
し
な
い
限
り
永
…

一

す

。

久

に

登

錨

さ

れ

ま

す

。

…

…
し
か
し
、
実
際
に
投
票
で
き
る
よ
引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
を
変
え
た
…

…
う
に
な
る
に
は
、
「
選
挙
人
名
簿
」
場
合
に
は
、
必
ず
住
民
禁
の
移
動
届
…

…
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ま
ま
に
…

一

せ

ん

。

し

て

お

く

と

、

選

挙

権

の

行

使

が

で

一

一
前
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
こ
の
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一

一
町
に
住
所
が
あ
り
、
か
っ
、

3
ヶ

月

せ

っ

か

く

H

投
票
権
u

を
持
っ
て
一

一
以
上
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
も
、
投
票
し
な
け
れ
ば
宝
の
も
ち
ぐ
一

一
い
る
者
の
中
か
ら
満
却
才
以
上
に
な
さ
れ
。
立
候
補
者
を
よ
く
知
り
、
白
一

一
っ
た
者
を
毎
年
9
月
(
選
挙
が
あ
れ
分
の
代
弁
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
…

一

ば

そ

の

選

挙

の

直

前

)

に

選

挙

人

名

を

選

び

ま

し

ょ

う

。

一

円

i
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
ι
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l
i
s
-
3
1
3
1
1
1
1
3
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IFits-31313131313L

圏
民
年
金
の
保
険
料
は

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
所
得
税
の
申
告
の
際
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
県

民
税
の
申
告
を
す
る
と
き
は
、
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
。
あ
な
た
が
納
め
た
保
険
料
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
ど
、
配
偶
者
や
家
族
の
分
の
保

倹
料
を
あ
な
た
が
支
払
っ
た
場
合
に
も
、
昭
和
五
十
六
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま

で
に
支
払
っ
た
国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
告
を
さ
れ
る
と
き
は
、
領
収
書
等
を
提
示
し
て
所
得
か
ら
控
除
し
て
も
ら

い
宇
ナ
し
ょ
、
7
0

儲
民
年
金
あ
れ
こ
れ

障
害
年
金
と
い
っ
し
ょ
に

考
令
年
金
も
も
ら
え
る
か
?

間
障
害
年
金
を
も
ら
っ
て
い
て
、
さ

ら
に
六
十
五
オ
に
な
っ
た
ら
老
令
年
金

も
も
ら
え
る
か
。

答
い
い
、
ぇ
、
二
つ
の
年
金
を
い
っ
し
ょ
に
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

六
十
五
オ
に
な
り
ま
し
た
ら
、
老
令
年
金
を
受
け
る
手
続
き
を
す
る
さ
い
に
、

ど
ち
ら
か
の
年
金
を
受
け
る
か
選
ぶ
た
め
に
「
閤
民
年
金
受
給
選
択
出
甲
山
山
妻
」

を
提
出
し
て
、
障
害
年
金
か
老
令
年
金
か
の
い
ず
れ
か
の
年
金
に
す
る
か
き
め

る
わ
け
で
す
。

も
し
、
老
令
年
金
を
受
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
聞
は

保
険
料
が
免
除
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
期
間
も
、
老
令
年
金
を
受
け
る
た
め

の
期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
免
除
き
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
年
金
額
は
納
め
た
と
き
の

三
分
の
一
の
額
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
免
徐
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
、
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
(
こ
れ
を
「
追
納
」
と
い
い
ま
す
)
追
納
し
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

老
令
年
金
の
年
金
額
を
計
算
さ
れ
る
と
き
に
は
、
保
検
料
を
納
め
た
期
間
と
し

て
、
免
除
を
受
け
た
ま
ま
い
た
だ
く
年
金
よ
り
多
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

遺
族
年
金
を
受
け
て
い
て
も

国
民
年
金
に
加
入
で
さ
ま
す
か
?

間

四

O
オ
の
主
婦
で
す
。
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
夫
が
亡
く
な
っ
た
た

め
、
現
在
、
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
ま
す
。
遺
族
年
金
だ
け
で
は
生
活
で
き
な

い
の
で
、
国
民
年
金
か
ら
も
老
令
年
金
を
受
け
た
い
の
で
す
が
、
自
民
年
金
に

加
入
で
き
ま
す
か
。

答
国
民
年
金
は
、
農
業
や
酪
業
を
営
ん
で
い
る
人
や
サ
ー
ビ
ス
業
等
で
、
厚

生
年
金
な
ど
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
六

O
オ
に
な
る
ま
で

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
他
の
公
的
年
金
の
被
保
険
者
の
配
偶
者
や
年
金
を
す
で
に
受
け
て

い
る
人
な
ど
、
現
在
、
他
の
公
的
年
金
制
度
の
被
保
険
者
や
組
合
員
に
な
っ
て

い
る
人
以
外
の
人
は
、
希
担
草
す
れ
ば
盟
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
う
い
う
人
た
ち
を
、
任
意
加
入
被
保
検
者
と
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
す
の
で
、
あ
な
た
の
場
合
は
、
ご
、
主
人
が
亡
く
な
ら
れ

た
こ
と
に
よ
り
厚
生
年
金
か
ら
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

六
O
オ
に
な
る
ま
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ

り
、
国
民
年
金
制
度
か
ら
も
通
算
老
令
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
今
か
ら
で
も
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
年
金
を
受
け
ま
し
ょ
う
。



(4) 第122号L、らあおお昭和57年2月1臼

護霊藤そろって加入しましょう。

申
込
先

大
洗
町
役
場
総
務
課
@
交
通
係

2明盟圃より
監ア主事題目描Ã事~{，す関鰭 i
@会費

1年間大人/600円
中学生以下/300円
@共済期間

毎年4月1日から翌年3月31日
(途中加入的場合は申込みの翌自から3月31日まで)

@万一の持、お支払い見舞金は

死 亡/100万円
最高傷害/25万
身障見舞金/30万円

N
H
K学
閣
の
通
信
教
脊
で
あ
な
定
も
学
欝
を

N
H
K
学
関
で
は
、
通
信
教
育
の
生
徒
・
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

竺
高
等
学
校
(
普
通
科
コ
ー
ス
)

N
H
K
の
放
送
を
利
用
し
て
、
働
き
な
が
ら
高
校
卒
業
の
資
格
を
と
り
た
い
方
に

入
学
資
格
中
学
校
卒
業
・
卒
業
見
込
み
又
は
同
等
以
上
の
学
力
の
あ
る
方

受
付
期
間
3
月
1
日
1
4
月
日
日

@
高
等
学
校
(
教
養
コ
i
ス
)

高
等
学
校
レ
ベ
ル
の
知
識
と
教
養
を
身
に
つ
け
た
い
方
に

受
講
資
格
日
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

受
付
期
間
3
月
1
日
1
4
月
初
日

@
社
会
通
信
講
座
(
書
道
・
簿
記
な
ど
け
講
座
お
コ

l
ス
)

余
暇
を
利
用
し
て
、
趣
味
と
教
養
を
身
に
つ
け
た
い
方
に

受
講
資
格
ど
な
た
で
も

受
付
期
間
2
月
l
臼

l

5
月
初
日

。
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
近
く
の

N
H
K
ま
た
は
、
左
記
ま
で
、

ハ
ガ
キ
に
高
等
学
校
(
普
通
科
コ

i
ス
)
・
高
等
学
校
(
教
養
コ

i
ス
)
・
社
会

通
信
講
座
別
を
記
入
の
?
ぇ
、
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
(
案
内
書
・
送
料
は
無
料
)

一T
一
八
六

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
二
三
六

N
H
K
学
歯
案
内
係
電
話

(
O
回
二
五

i
七
二
二
二
五
二

(56.12月現夜)
大洗町における交通事故の発生状況

増減率

(11.5) 100.0 (12) 5 5 (104) 10 (116) 発生件数

(100.0) (2) (2) (4) 死者数

(10.8) 

(%) 増減数前年同期年本

160.0 (15) 8 5 (139) 13 (154) 負傷者数

入
学
@
就
職
シ
ー
ズ
ン
の
郵
便
利
用
に
つ
い
て

二
月
は
、
入
学
や
就
職
に
関
す
る
も

の
等
、
重
要
な
郵
便
物
を
お
出
し
に
な

る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
郵
便
物
は
、
書
留
や
速
達
に
さ
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
現
金
を
郵
便
で
送
る
と
き
は
、

額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
現
金

書
留
に
し
て
く
だ
さ
い
。
現
金
封
筒
は
、

郵
便
局
や
郵
便
切
手
類
売
り
さ
ば
き
所

で
発
売
し
て
お
り
、
こ
れ
に
は
通
信
文

等
も
開
封
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

血
噛
繋
留
を
御
利
用
に
な
り
ま
す
と
・
..... 

郵
便
物
の
引
受
か
ら
配
達
に
変
る
ま

で
の
各
過
程
の
記
録
を
す
る
と
と
も
に
、

あ
ら
か
じ
め
損
害
要
償
額
の
お
申
出
が

あ
る
と
、
万
一
そ
の
郵
便
物
の
取
扱
中

に
亡
失
又
は
き
損
し
た
場
合
に
は
、
お

申
出
の
あ
っ
た
金
額
(
現
金
に
あ
っ
て

は一一

O
万
円
、
現
金
以
外
の
も
の
は
一

0
0万
円
ま
で
)
の
範
囲
内
で
、
そ
の
.

実
損
額
を
賠
償
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。な
お
、
損
害
要
償
額
の
お
申
出
が
あ

り
ま
せ
ん
と
、
賠
償
額
は
一
万
円
以
内

と
な
り
ま
す
の
で
御
注
意
く
だ
さ
い
。

@
速
達
を
御
利
用
に
な
り
ま
す
と
・
・
:
・

普
通
扱
い
の
郵
便
物
に
優
先
し
て
、

迅
速
に
送
達
す
る
制
度
で
す
か
ら
、
お

急
ぎ
の
郵
便
物
に
最
適
で
す
。

な
お
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
速
達
郵

便
物
の
配
達
を
行
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
郵
便
局
の
窓
口
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。
(
大
洗
郵
便
局
)

私
製
電
話
帳
の
広
告
募
集
に
つ
い
て
ご
注
意

血
昭
電
々
公
社
に
よ
く
似
た
名
称
の
民
間
用
紙
に
貼
付
の
う
、
ぇ
、
広
告
料
金
を
請

業
者

(
O
O電
々
広
告
社
、
×
×
職
業
求
し
て
お
り
ま
す
。
電
々
公
社
の
議
求

別
電
話
広
告
社
な
ど
)
が
、
公
社
の
電
書
と
お
間
違
い
に
な
り
ま
せ
ん
よ
う
、

話
帳
発
行
時
期
に
あ
わ
せ
て
、
広
告
を
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

募
集
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
電
@
電
々
公
社
の
電
話
帳
広
告
料
金
は
、

電
公
社
と
全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
毎
月
の
電
話
料
金
と
い
っ
し
ょ
に
お
支

ご

注

意

く

だ

さ

い

。

払

い

い

た

だ
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よ
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@
民
開
業
者
の
広
告
募
集
は
電
々
公
社
で
振
替
用
紙
に
よ
り
請
求
す
る
こ
と

で
発
行
す
る
電
話
楳
広
告
を
切
り
抜
は
、
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

き
、
銀
行
振
込
用
紙
ま
た
は
郵
便
振
替
だ
さ
い
。
(
大
洗
電
報
電
話
局
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“あな疋ガ築く受連安全"
桜( )l村は累計を示す。

“毎月T巴は琵通安全の巴"
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児童扶義手当についてお知らせい疋しきます
盟児童扶養手当とは

母子家庭(父が廃疾の状態にある場合をふくむ。)が均しく経済的援助

がうけられるよう、年金をうけていない母子家庭に対して支給されるも

ので、児童が健やかに成長するために役立ててもらうというものです。

図手当を受ける資格

児童扶養手当をうけることのできる方は、日本国内に住所がある 8本

国民および外国人登録法に基づく登録を行っている外国人で、 18歳未満

(20歳未満の廃疾状態にある児支)の次の条件の児童を監護している母

か、又はごれらの児童を養育している方で、公的年金(障害福祉年金、

表齢福祉年金を除きます。)をうけていない方です。

⑧父母が婚婚を解消した児叢 @父の生死が明らかでない児童

@父が死亡した児童 &父が1年以上遺棄している児童

⑧父が廃疾の状態にある児童 @父が 1年以上拘禁されている児童

⑧母が婚姻しないで生まれた児童(父が認知した児童は除きます。)

しかし、この制度には所得制限があって、所得が一定の額をこえたと

きはうけられません。

ロ手当の額

18歳未満の児童と20歳未満の!発疾状態にある児童

1人のとき・・・・・・31，200円 2人のとき……36，200河

3人以上のときは、 36，200内に 3人目以降の児童 l人につき 2，000円

を加算します。

ロ支給をうけるための手続

手当をうけるには、役場厚生課に申し出てください。

悶手当の受給

認定請求書が提出されますと、受給資格と手当の額について審資され

ます。審査の結果認定されますと、あなたが請求した翌月から支給され

ることになります。

この手当は、受給資格があっても請求しない限り支給されません。

まだうけていない方は、早〈手続きをとってください。

(
注
)
尿
検
査

(
蛋
白
・
糖
尿
・
肝
臓

を
し
ま
す
。

大
洗
町

保
健
セ
ン
タ
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わ
が
国
の
医
学
は
著
し
い
発
展
と

向
上
を
遂
げ
世
界
で
も
1

・
2
を
争

う
長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
一
方
で
は
、
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ン
・
心
臓

病
・
脳
市
中
中
な
ど
の
成
人
病
に
よ
る

死
亡
者
は
、
総
死
亡
の
六
割
以
上
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占
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
成
人
病
予
紡
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て
、
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期
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見
・
早
期
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療
と
併
せ
て
健

康
管
理
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
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か
ら
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に
よ
り

一
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人
間
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ク
で
成
人
病
予
防
検

診
を
笑
施
す
る
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と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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し
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昭
和
2
年
1
月
1
日
l
昭
和

げ
年
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月
幻
自
ま
で
に
生
れ
た
者

@
実
施
嬰
填

※
該
当
者
は
、
町
内
居
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し
、
昭
和
同
年

4
月
以
降
胸
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の
レ
ン
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ゲ
ン
検
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受
け
て
い
な
い
満
お
歳
以
上
の
者
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た
だ
し
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職
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延
期
的
に

毎
年
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施
し
て
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る
者
、
結
核
患
者
、

妊
娠
中
の
者
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9
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月
に
レ
ン
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ゲ

ン
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受
け
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者
は
徐
く
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で
国
民
健
康
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加
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し
て
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る
者(婦
人
の
み
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申
込
煩
)

三
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月
刊
凶
日
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火
)
l
2
月
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日
(
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)

ま
で
(
申
込
人
員
お
名
に
達
し
次

第
締
切
り
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た
し
ま
す
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m
問
、
申
込
場
所
及
び
方
法

大
洗
町
保
健
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ン
タ
ー
に
、
国
民

健
康
保
険
証
・
料
金
を
持
参
の
上

申
込
ん
で
下
さ
い
。
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